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論点［事例問題２］ 

 

問１ 起案 

 １．原告商標と被告標章との要部の対比 

 ２．本件商品等表示についての周知性獲得の事実と時期等 

 ３．広義の混同 

 ４．商標法第３２条と不正競争防止法第１９条第１項第３号の先使用の要件の存否 

  

 

問２ 小問 

 １．民法第５０５条と民法第５０９条の関係 

 ２．（１）証言拒絶権（民事訴訟法第１９７条第１項第３号） 

   （２）訴訟記録の閲覧・謄写制限の申立て（民事訴訟法第９２条第１項第２号） 

 


